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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

2021年9月号

～中秋の名月～

よいまちづき いざよいづき

コロナの影響で全国の様々な季節の行事が中止され 寂しいことですが

それでも季節は秋へと移り変わっていきます。 

今年は 9 月 21 日が中秋の名月です。この頃はちょうど お芋の収穫時期

でもあるので お芋をお供えし、無事収穫が済んだ感謝の気持ちを込めて

「芋名月」と呼びます。京都には芋名月の日「お芋の穴からお月様を覗く

と目が綺麗になる」という言い伝えがあります。中秋の名月の夜、柳箸で

お芋に穴を開けて月を覗き、呪文を唱えなければいけません。

「月々に月見る月は多けれど、月見る月はこの月の月」と三回唱えます。

この呪文は 実は呪文ではなく、宮中の女官達に歌われた和歌です。

月尽くしで少々分かりにくいかもしれませんが

「月 ( 満月 ) は毎月見られるから 一年の間には数多くの月 ( 満月 ) を見る

ことになるのだけれど 月を見るのならやはりこの月 ( 旧暦 8 月 ) の満月だ」

といった意味です。京都の人々にはそれが呪文として伝わった様です。

雨が降ることもあるでしょうから、十五夜の望月 ( 満月 ) だけでなく、

十四夜の宵待月、十六夜の十六夜月にもお試しください。


